”ドクター・ノア・バディーとの出会い”

スパイディ：クモ感覚が反応した
　　　　　　社長室に異変を感じる
＜椅子が勝手に動く＞
　　　　　　誰かいる？出てきて！
＜勝手にドアが開いたり閉じたり＞
　　　　　　いないなぁ…
            誰かさんはジェイムソンのデスクから何を取ろうとしたんだろう…
　　　　　　なにこれ…
　　　　　　”ジェイ・ジョナ・ジェイムソンさん
　　　　　　今年最大の特ダネニュースが欲しいなら、
　　　　　　午前零時、マーク・レニー・アート・ギャラリーにいる
            扉は開かれる
　　　　　　1人で来い 署名：ドクター・ノア・バディー”
　　　　　　ノア・バディーって？
            ノア・バディー、そうだ、ノア・バディー
　　　　　　ジェイムソンがトラブルに巻き込まれないように
　　　　　　スパイダーマンが見守ってあげよう

＜デイリービューグル＞

ジェイムソン：ミス・ブラント！
　　　　　　　このドクター・ノア・バディーから手紙について何か知ってるか？
ミス・ブラント：ないです、ジェイムソンさん
　　　　　　　　誰も社長室には行ってません
　　　　　　　　つまり、誰もいません
　　　　　　　　なので、何も知りません
ジェイムソン：まぁー、ジェイ・ジョナ・ジェイムソンは新聞記者ではないとは言えんが
　　　　　　　最初　最後　常に
　　　　　　　貰ったスクープがあれば、ワシはマーク・レニー・ギャラリーまで向かうからな

スパイディ：ほぼ夜中だ、いつ動き出すのかなぁー
ジェイムソン：あと2分か…
　　　　　　　バディー博士とワシのスクープはどこにあるんだ
バディー：警察の方？
　　　　　残り1分でマーク・レニー・ギャラリーから
　　　　　あの有名な絵画"草の葉"が盗まれるよ？
          ハーハハハ！

オブライエンの部下：草の葉ー？
　　　　　　　　　　なぜ10万ドルもする絵を…


スパイディ：おっと、まずい。

ジェイムソン：これはスクープかもしれん

警官A：では社長さん、あんたを現行犯で逮捕する
ジェイムソン：何も知らんぞ
警官A：腕に挟んでるじゃないかぁー
ジェイムソン：ワシは無実だ！侵害だぞー！
　　　　　　　誰の仕業かは知っとるよ、
　　　　　　　あのウェブヘッドことスパイダーマンだ
スパイディ：彼の絶壁頭に祝おう、今でもその話題は大好きだ


オブライエンの助手：やあ パーカー、あうのか？
スパイディ：いや、救いに来た。
オブライエンの助手：よろしい。知ってると思うが、
　　　　　　　　　　社長が檻の中で怒ってるよ
ジェイムソン：壁を這い廻る脅威に仕返しだー 何が何でもー
              表に立つまで挑戦してやるー
              この ワシ、ジェイジョナジェイムソン

ノア・バディ：スパイダーマンと出会った時、
 　　　　　 　彼は自分の選んだ場所で決闘しようと言った
              スパイダーマンがジェームソンの屈辱の功績を認める？
　　　　　　　紹介しよう。これは透明になるマシンといって。
　　　　　　　私はジェイムソンの発言を撤回させる力を持っている
　　　　　　　不可視性の力を舐めるなよ？
　　　　　　　スパイダーマンの名を使って再びジェイムソンを餌にしよう

ジェイムソン：誰だ、スパイダーマン！
　　　　　　　なぜ貴様は…
　　　　　　　もちろんだウェブヘッド、行くとも
ピーター：今のってスパイダーマン？
ジェイムソン：そうだ、ヤツは陳謝にサインすることに同意したよー
ピーター：んあー、時間と集合場所を教えてくれませんか？
ジェイムソン：時間は今夜10時、場所はステファニーの宝石店
ピーター：やめといたほうが身のためかと思いますよ？
ジェイムソン、まさか、現れんとー
ピーター：あぁいやぁ、そうとはー…

ジェイムソン：スパイダーマン きたぞー
　　　　　　　いるかね
スパイディ：いるよ？
　　　　　　来ないわけない
ジェイムソン：ハッ！相変わらずキミは臆病だ
スパイディ：サイレン聞いた？ＪＪ、捕まるよ？
　　　　　　ネックレスが動いてたから
警官A：またあんたかー
ジェイムソン：覆面を捕まえろー、カーテンの後ろだぁ！
警官A：いないじゃないかジェイムソン！
警官B：宝石隠すとか最低だなぁー
ジェイムソン：これはスパイダーマンの手品だー！
ジェイムソン：ワシのせいではなーい！
警官A:オーケージェイムソン、逮捕ね

スパイディ：もう大丈夫だ、ドクター・ノア・バディー
　　　　　　いるんだろ？

ノア・バディ：ハハハハ！やっとあえたね、スパイダーマン
　　　　　　　だがこれだけは忘れるな？ 私が透明人間だってことを
　　　　　　　ハハハハ！椅子攻撃ぃー

　　　　　　　またどこかで会おうスパイダーマン
　　　　　　　まだジェイ・ジョナ・ジェイムソンに話してないことがあるんでね

Bパート

ジェイムソン：もしこの手で覆面強盗を捕まえていたらー、
　　　　　　　ヤツの正体を暴いていたのにー

警官C：保釈金はタダだジェイムソン
ジェイムソン：怠惰な子供のおでましだー

オブライエンの助手：じゃあパーカー　
　　　　　　　　　　そのノア・バディーが今回の事件に絡んでるってわけかね
ピーター：そうです、なので気を付けてください


ジェイムソン：ジェイムソンだ…印刷室…OK、すぐ向かう
ノア・バディ：ハハハハ！もしジェイムソン社長が印刷室に入ったら、
　　　　　　　　　　　　思いっきり暴れるとしよう
ピーター：なんとかして助けないと
ジェイムソン：よーし、問題ないなー
ノア・バディ：ハハハハ！
ジェイムソン：おい、なんだこれは！
ノア・バディ：あんたにはわからんだろう、私には不可視能力がある
　　　　　　　さあ、もっと俺をたのしませろーー
ジェイムソン：うわーーーんおかーさーーーん！！
ピーター：やっぱりだ、あの中にドクター・ノア・バディーがいる
ジェイムソン：助けてくれ！誰かがどこかでしゃべっとる！
　　　　　　　もういたずらはやめるんだドクター・ノア・バディー
ノア・バディー：無駄なことだ、今は悪の理論を使っている
　　　　　　　　ハーハハハ！
ジェイムソン：逃げてくぞ！
ジェイムソン：目的が違うだろ！
スパイダーマン：君には邪魔する才能がある
ジェイムソン：どこ行くんだスパイダーマン
スパイダーマン：沈んでいく
　　　　　　　　…ありゃりゃ、逃げたか
　　　　　　　　あぁー、あの倉庫に隠れてるのかぁー
ノア・バディー：透明でなくなってく だがこれがあるから心配
スパイダーマン：シャッターチャンスだ！
ノア・バディー：よくもみたなぁ！
スパイダーマン：止めよう
スパイダーマン：残念だったね、もう手遅れだ
スパイダーマン：まるで蜘蛛の網のおばけみたいだ！
警官D："ジェイムソンを脅した透明人間を捕まえました…、
　　　 親愛なる隣人スパイダーマンより"
警官E：なんだか美味そうなぁー 焼き鳥にしようかぁー
警官D：捕まっちゃったらどうすんのよ
ジェイムソン：よく聞くんだ
ジェイムソン：拝啓
　　　　　　　ワシは思考転移によって体を運ぶ理論を持っている
　　　　　　　やれやれだ
ベティー：ドクター・ノア・バディーの理論を覚えてます
　　　　　どうやって侮辱したんですか？
ジェイムソン：手紙取れミス・ブラント、手紙の筆者に言うよ、
　　　　　　　ヤツを信じる、絶対信じる！


　　　　　　　



